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涙が変わる時（ヨハネ20:11-18）
講壇の模様替えによって、びっくりしていらっしゃるでしょうが、ここに立っている本人が一番、なじまずに緊張しています。もう少しシンプルにしたいなと言う気持ちと、いずれこの辺も小さいけれどもクリスタルかアクリルで講壇を買いたいとも思っています。また、礼拝堂のスペースが狭いので、毎回、ホワイトボードを移動するというのも面倒でありややこしいので、見た目的には教会的な雰囲気にはなりませんが、皆さんも中身を大事にして慣れていっていただきたいと思います。

今日の聖書を見ると、マリヤと言う人がイエス様のお墓の前で泣いている場面です。その人の涙の色、つまり、なぜ泣いているのか。また、その涙の価値はどれくらいのものなのか。そして、その涙をこぼしているかどうかの問題ではなくて、心に抱えている悲しみの内容などがその涙の色というものなので、それはその人の人生の色を現すものでもあります。皆さんはどのような涙を流していらっしゃるのでしょうか。いろいろな理由で今も世界中の人々が、いろいろな色の涙を流しています。残念なのはクリスチャンの私たちも同じ色の涙をいまだに流して、そのような悲しみを抱えているので、クリスチャンとしての輝きと祝福をだいぶ損しているのではないかと思いますので、今日ぜひ聖書のお話を通して、クリスチャンの尊い神の子どもである皆さんの涙の色が、悲しみの内容が変わることを願いたいとそう願います。

マリヤがお墓の前で涙を流しているときに、御使いが言いました。「なぜ泣いているのですか」。それから、振り向くと、そこにイエス様が立っていらっしゃいましたが、イエス様なのかどうかもよく分かりません。そこでイエス様もおっしゃいました。「マリヤ。なぜ泣いているのか」。この問いかけが、今日、礼拝をささげている皆さんひとりひとりに対して神様が問いかけていらっしゃる御声として聞いて、それに吟味して反応を示していただきたいと願います。しかし、振り向いて、自分で涙の理由であったイエス様ご自身がそこにいらっしゃって、それが分かったときに、マリヤの今までの涙はある意味、恥ずかしいものになり、そして、その涙はそこで終わりになり渇いてしまって、それから弟子たちの方に走っていって「私はイエス様にお目にかかった」とすばらしい喜びを知らせる変化が起こるようになりました。皆さんのクリスチャンとしてのこれからの人生にも、このような変化が求められます。そのあとの人生はもう言うまでもないでしょう。聖書に書いてあるとおりの、神様のみわざがともなわれる人生になることに間違いありません。

まず、今日の聖書の箇所、この出来事を通して、私たちが考えないといけないのは、そのマリヤの涙を通して、まず第1にクリスチャンでも福音がなにか正しく分かっていないと、涙のポイントがずれてしまうということです。違う涙がこぼれ出るようになるということでしょう。聖書を見ていても、そのようなケースはいくらでもあります。ただ涙を流すしかないのではないかと思い込んでいますが、また、涙の後、より良い人生があると漠然とした概念を持っていらっしゃるのですが、実はそうではありません。その涙がどんな色の涙なのかによって変わります。イスラエルの民は、神様の奇跡によって、エジプトの奴隷から助かり、心から喜んでいました。しかし、紅海が目の前に立ちはだかっていたときに、聖書を見ますと、イスラエルの民はそこで泣き崩れ大声で叫びながら「なぜ私たちをここに連れてきたのか。エジプトの方が良かったのではないか。そこには墓がなくスペースがないので砂漠にまで連れて来て、ここで私たちを死なせるつもりなのか」と大騒ぎになりました。そこで確かに泣きながらと書いてあります。この涙は結局、イスラエルが祝福の民なのにカナンの契約の地に入ることが拒まれて、40年間、何の実りのない荒野をグルグル回るような結果になってしまいました。実は、神様がその辺でもう終わりにしようかと怒りを覚えるほどの涙でした。つまり、私たちはこのような状況なので泣くしかないのではないかとついつい思うかもしれませんが、その涙は民族を危機に追い込んでしまう涙もあるのです。よく覚えていてください。
皆さん、ご存知のように、ハンナと言う女性が、子どもが中々授からないので、セカンドの女性に子どもが与えられて、またそれによっていじめられることもあったりして、耐えられなくて神様にお祈りをしました。涙とともに「神様、あの女の人には子どもがいるのに、また子どもは自然に生まれるのに、なぜ私だけは子どもを授からないのでしょうか。子どもが欲しいです。もうこのようないじめの状態から脱出したいのです。神様、子どもが欲しいです」と涙を持って祈っていました。どうですか、その涙は。今、もしかして私たちもそのような涙を流しているかもしれません。それで心の底から、しょうがないのではないか、泣くしかないではないかなどと思っているかもしれません。しかし、その涙は流せば流すほど自分の胸に傷をつけるだけのものです。そのような涙があります。その涙は変わらなければなりません。そのような涙がありました。福音が何かわかっていないと、涙のポイントがずれてしまうということを覚えていてください。

ラザロと言う人が死にました。その遺体の前で、大勢の人が泣いていました。知り合いの人が死んだので、葬式で泣くということは当たり前でしょうがないでしょう。皆さんがテレビを見ながら悲しい場面で涙をこぼす、それを悪いというつもりはありません。自然現象ではないでしょうか。しかし、それは涙の本質ではありません。今、そのような話をしているわけではありません。人の死の前で泣いていました。イエス様がそこにいらっしゃったのにも関わらず、マリヤを初め皆、悲しみに暮れて、また、涙をこぼしていました。その涙は当たり前な涙でしょか。イエス様はその涙を見て、イエス様ご自身が逆に泣いて怒りを覚えました。それはもらい泣きではありません。正反対です。つまり、私たちは泣くしかない、泣いて当たり前と思っているかもしれませんが、それがイエス様の怒りを買う涙もあるのです。皆さんの涙はどのような涙でしょうか。涙の色はその人の人生の色です。
もう一つ、申し上げますと、イエス様が十字架にかけられて死なれる寸前に、イエス様の十字架の下で今までイエス様に従っていた、特に女性たち何人かがその姿を見て涙をこぼしていました。イエス様の苦しみの姿、悲惨な姿を見て涙をこぼすというのはもっともな話であって、むしろ望ましいことだと思うかもしれません。それで今もクリスチャンの中には、十字架のことを思うたびに、悲しみの思いで、イエス様にものすごく同情して残念に思う気持ちでなく人も少なくありません。それがよいことだと思っているのかもしれませんが、イエス様がおっしゃいました。「その涙は間違いだ。私のために泣くのではなくて、これからはあなたがたの子どものために泣きなさい。あなたがたの民族、これからのあなたがたの未来はどういうことになるのか、よく考えてみなさい。それを考えると、今は泣く場合ではないでしょう。あなたがたの未来のために、子どもたちのために、子孫のために泣きなさい」と。つまり、私たちはある涙は自分では当たり前だと思っているでしょうが、自分の、また国の未来を隠してしまって見えないようにしてしまう涙もあります。皆さんの涙はどのような涙でしょうか。今日、イエス様のお墓の中で、イエス様の遺体がどこかに消えてしまったので、そのことでものすごく悲しんで泣いているマリヤという女性がいました。その涙は、いかがでしょうか。なぜ泣いているのか。泣く場合か。マリヤが泣くのは当たり前と皆、思うでしょう。本当にそうでしょうか。私たちはすべての涙にいろいろな根拠、理由があるでしょうが、肉体的に、また人間的な意味での涙でしかありません。もしそのような涙の場合は、今まで申し上げましたそのような結果をもたらすと同時に、本人は悲しみに暮れ、悲しみに捕らわれるようになります。その結果、その人の残りの人生、生涯は、濡れているような人生になります。はきはきとしてビジョンがあるエキサイティングな人生ではなく、なにかによってびしょびしょに濡れているかのような、何の影響力も力もない無気力な人生を歩くしかありません。涙の色によってそのようになってしまいます。私たちは当たり前だと思っています。しかし、それが肉体的な理由、そのような次元の涙、人間的な理由、次元の涙である場合には、悲しみから抜け出すことができません。様々な次の問題をもたらすしかありません。この時に、イエス様がそこに現れて、よみがえられました。マリヤと呼びかけたときに、その時、初めて「ラボニ、イエス様なのだ」と気づきました。イエス様の遺体がどこに行ったのだろうかと悲しんで涙を流していました。それは今までに涙は何だったのか。よくよく考えてみると、恥ずかしいものではないでしょうか。遺体ではなくて、イエス様はよみがえられて生きていらっしゃるのです。そのイエス様のことで、遺体はどこへ行ったのか、誰が盗んだのかと悲しんでいたということは、話がまったく違います。

しかし、マリヤがイエス様が生きていらっしゃるのだと気づいたその時に、つまり、福音がなにか正しく分かったときに今までの涙ある人生はピリオドを打つようになります。福音が何か正しく理解できたときに、涙の人生は終わりを告げるようになります。これが聖書のメッセージです。今までの涙は人間的なレベル、肉体的なレベルでよい悪い、いろいろな議論があるかもしれませんが、本当の福音が何か分かったときには、それはいらないものではないかとなります。そうならなければいけません。涙の人生とさようならしなければなりません。そのような涙は私たちにはいらないものです。涙の人生は終わりを告げなければなりません。イエス様が復活なさいました。十字架にかけられお墓の中にまで入れられていました。3日間、経って、間違いなく亡くなられたイエス様が、死者の中からよみがえられました。それは何を意味するのでしょうか。イエス様は旧約の聖書に預言されていたとおりに、またイエス様ご自身もいらっしゃったときにずっとおっしゃっていたように、イエス様がメシヤでありキリストだという話です。イエス様が唯一人類の希望であり救い主なのだという話が事実であり、本当だったという話ではないでしょうか。マリヤや他の弟子たちも、イエス様に従っていたにもかかわらず、その話だけは信じることができませんでした。イエス様はキリストですと告白もしましたが、そのキリストが私たちの罪のために、人類のまことの希望のために身代わりとして十字架で死なれ、それから、死の力、悪魔のしわざ、暗やみの運命の勢力をすべて打ち破って、よみがえられなければならないということまでには気づいていませんでした。イエス様の復活によってお墓の中にあった遺体が消えてしまったことによって、イエス様こそ本当にキリストだったのだと気づく、これが福音です。
もし、イエス様が本当にキリストであれば、マリヤが泣いていた理由は、イエス様の遺体がないからではありません。ハンナが泣いていたのは、子どもが授かっていないからではありません。ラザロが死んだときに、皆が泣いていたのはラザロの死のために泣いていたのではありません。紅海の前で泣いていたのも、十字架の下で女性たちが泣いていたのもその理由のために泣いていたのではありません。それはイエスがキリストですという福音がわかっていないがゆえに泣いていたのです。それが今までの涙の本当の理由です。イエスはキリストです。だから、イエスはよみがえられました。イエスは今も生きていらっしゃいます。誰でもイエスの御名を信じる者は救われます。そして、その信じている人は、その人がイエスの御名を信じて呼ぶと、イエス様がなさっていたことと同じことが現れるようになります。イエスはキリストです。死の力を打ち破って勝利なさって、私たちのすべての問題を解決された唯一の救い主キリストです。今も生きていらっしゃいます。まことの創造主、神様と一緒になる唯一の道、キリストです。もし、イエスが本当にキリストだという福音がわかったのであれば、泣く理由があるでしょうか。今まで仕方がないと涙の理由を述べていたでしょうが、それが本当に理由となるのでしょうか。泣く必要がありません。泣く理由ではなく、イエスがキリストだという信仰を忘れていて、その信仰を無くしてしまった結果、涙にだまされるだけです。地球の涙がそのような内容であり、残念なのはクリスチャンの涙の中にもそのような涙が、マリヤのような涙がいまだに多いのです。涙、悲しみ、ため息にいまだに捕らわれてアップアップしているのではないでしょうか。皆さんが悪いから涙するしかない、険しい状況だからではありません。もしかして皆さん、イエスがキリストだという信仰を実際的には信じていないからではないでしょうか。その信仰告白に立ってください。涙に勝てる方法です。涙を変える秘密です。なるほど、泣くことではなかったのだね、そうではなかったのだねとなります。イエスがキリストであれば。病気で泣いているのでしょうか。経済の状況で泣いているのでしょうか。家庭内のいろいろな問題によって、子どもの事情によって泣いているのでしょうか。今、心の中が黒くなってあざだらけになっていらっしゃるのでしょうか。子どもの問題、人間関係、自分の弱さのゆえに、ときには自分の過去を引きずってそのことのゆえに悲しんでいらっしゃる方もいらっしゃいます。それが本当に涙の理由になるものなのでしょうか。違います。イエスはキリストです。この信仰に立ってください。

そうすると、皆さん、このように恥ずかしい思いをしながら告白するようになるでしょう。「違ったのだな、間違っていたのだな。泣く場合じゃないね。泣くことではなかったのだね。何をしていたのだろう」となるのを信仰と言います。状況が何も変わっていなくても。皆さんの弱さのゆえに、ときには皆さんが過ちを犯すときもあるかもしれません。それでなく場合もあります。それが泣く理由でしょうか。イエスがキリストである信仰を無くしているからではないでしょうか。自分の過ちもなく理由ではりません。知らない人から見たときには、図々しく見えるほど、そこで泣いている場合ではありません。覚えていてください。
その時から、初めて今までの涙とはまったく次元の違う涙が始まるようになります。初めてイエス・キリストのない現場とこの時代を見ながら、偶像にまみれて神社参拝が文化だと思って一歩も出られない国を見ながら涙をこぼすようになります。大学の現場を見ながら、皆、お金、お金と、魂が死んでいくことも知らずに走り続けている先進国の大勢の人々を見ながら涙をこぼすようになります。イエス様はおっしゃいました。泣いているものは幸いです。そのときの泣くことというのはこの涙です。クリスチャンに求められる涙は、この涙です。涙が変わらない限り、人生の勝利は期待できないでしょう。しかし、どんな状況であろうが、皆さんの涙さえ変われば勝利の人生の門は開かれます。覚えていてください。言い訳にする理由もないし、弱気になる理由もないし、卑屈になる理由も何もありません。涙が変わるとき、人生は変わります。

最後です。この福音が本当に分かったときに、「ラボニ」とイエスのことが確認できたときに、今までにない、そして、この世が与えるものとは違う、まことの喜びを宣べ伝える新しい人生の門が開かれます。マリヤは今までの涙が嘘のようになり、そのお墓を後にして走っていって「メシヤに出会った。イエス様にお目にかかった。イエスはよみがえられた。イエスは本当にキリストだった。このイエスを信じる者は義と認められ、信じる者は滅びることなく永遠のいのちの祝福に預かるのだよ。本当だったのだよ。こんなに本当なのだよ」とこの話をするように、お知らせするような人生に変わるようになりました。なるほど、今まで私が涙していたのは、涙の理由ではなくて、精神的に追い詰められて、癌にかかって、家庭の問題や心の傷やドラックの問題など、いろいろな問題を抱えて泣いていたのは、涙の理由ではなくて、本当の喜びをいまだに煩っている人々にお知らせするための材料でした。変わります。福音が何か分かると。なるほど、自分は涙にぬれているような身分ではない。涙をこぼしているときではないのだということに気づき、マリヤのように走っていくようになります。

サマリヤの女の人のはなすぉご存知ですよね。その女の人は、今までのすべての苦しみ、涙の理由、その象徴だった水がめを投げ捨て、人の前を走っていき「私はキリストと出会った。ここに人生の答えがある。私の涙を終わりにしてくださった方がここにいらっしゃる。涙の人生はもうこれで終止符を打つのだよ。皆さん、泣いていらっしゃるのでしょうか。もう涙の人生は終わりにしましょう。イエスはキリストです」と叫びます。サマリヤの女の人は。今までは人の目を避けて生活をしていた者なのに、そのように変わりました。その時から、初めて神様とまことに通じ合う祈りの者に変わるようになります。その時からは、死の影の谷を歩いていてもバンバン大勝利になります。この祝福がイエス・キリストを受け入れた皆さん、復活のイエス・キリストを救い主として受け入れた皆さんひとりひとりのものであるということを忘れないでいただきたいと思います。
このメッセージを握って、今週1週間、まじめに真実に問いかけてみてください。自分自身の中に今、涙、悲しみ、ため息、叫び声などがあるのか。それから、なぜなのか。その色は何なのかと吟味して見てください。そして、その前でずっとだまされっぱなしにならないで、イエス様がキリストであると本当に深く告白するときにしていただきたいと思います。それで、この神の、イエス様の御声が聞こえてくるその時まで、「なぜ泣いているのか。本当に泣くことなのか。今、泣いている場合なのか」という御声が聞こえてくるまで、イエスがキリストだと深くまことに告白する1週間であっていただきたいと思います。
それから、心から決心してください。そういう意味での涙はもう私の人生にはない。泣かないことを決心してください。それから、涙の色を変えることを決心してください。最終的に、今まで見えていなかった、また違う模様であった未信者の現場、特に皆さんに与えられ、まかせられている未信者の現場を、このイエス様の涙を持って皆さんの胸に抱きしめる1週間であっていただきたいと思います。今、辛いでしょうか。イエスがキリストだと告白してください。そのような辛さを覚えている人が、この世の中に何億何千万の人がいるから、皆さんに先にそれを許されただけです。彼らを胸に抱きしめて、彼らのためにこれから生きていきます。その涙はすべてのことを浄化するようになります。きれいになります。肌色もきれいになります。それで涙を変えて、本当に滅びていく未信者の現場を愛を持って、涙を持って、皆さんの胸に抱きしめていただきたいと願います。
(祈り)

　愛する天の父なる神様、ありがとうございます。今日も、マリヤの余計な涙を正しい聖なる涙に変えられました復活のイエス様を心からほめたたえます。私たちもそのイエス様をキリストとして告白している神の子どもですので、間違っている涙の人生に終止符を打って、イエス様が幸いな者とおっしゃいましたその涙を持って、現場を見渡すことができるように兄弟姉妹を祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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